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労災保険再審査請求事案に係る医学的専門事項  

に関する業務の委嘱について（依頼）  

謹啓 時下益々御清栄のこととお慶び申し上げます。   

さて、近時労災保険給付に係る再審査請求においては、再審査請求人に弁証士  

が代理人につく傾向にあることから、医証等についても様々な角度から意見が出  

されているところであり、当審査会としては医証の検討が不可欠となっておりま  

す。   

つきましては、御多忙中誠に恐縮に存じますが、貴殿に別添業務委嘱要領によ  

る業務を委嘱レたく、格別の御協力をよろしくお願い申し上げます。   

なお、本件業務委嘱について御承諾いただける場合には、別添承諾書に所璧事  

項を御記入の上、御返送下さいますよう廊せてお願い申し上げます。  

謹具   









労災保険関係再審査請求に係る医学的専門事項に関する業務委嘱要領   

1 委 嘱 目 的  

労災保険の保険給付決定に係る再審査請求事件については、脳・心疾患やじん肺   

続発症等と業務との因果関係をめぐる事案のように、労働問題に関する知識と医学   

的専門知識が要求される事案が増加している。  

また、再審査請求事件については、弁護人等の代理人がつく事件が増加しており、   

原処分庁や審査官が収集した医証に対抗する新たな医証を提出する事も多くなって   

おり、再審査請求事件の公正かつ迅速な裁決のためには、これら膨大な医証の分析・   

検討を的確に行うことが強く求められている。  

こうしたことから、労働問題に関する識見を有し、かつ、医学に関する学識経験   

を有する者に当事者が提出した医学的証拠等の書類や当審査会が収集した医訃等を   

分析・検討させ去ことにより、再審査請求事件の公正・円滑な処理に資することを   

目的とする。  

2 委 嘱 内 容  

前項の目的，を達成す寧ため、委嘱者は受託者に次の業務を行わさせるものとする。   

（1）再審査請求人、同代理人から提出された医証等の分析・検討   

（2）原処分庁から提出された医証等の分析・検討   

（3）審査官から提出された医証等の分析・検討   

（4）労働保険審査会（以下「審査会j という。）で収集した医証等の分析・検討   

（5）学説、臨床例、論文等に照らした問題点の整理   

（6）その他（l）から（5）に関し、審査会が特に指示する一事項  

3 委嘱業務の実施方法   

（l）委嘱者は、受託者に本質領l羊よる受託の意志を確認するものとする。   

（2）受託者は、「承諾書」を委嘱者に提出するものとする。   

（3）委嘱者は、「承諾書」により承諾した者について委嘱通知書の送付をもって奉唱  

を行うものとする。   

（4）受託者は、審査会の下で委嘱者が指示した「事案」の医鱒を検討するも）Lりいラ 

る。   

（5）受締着は、審査会の下で業務を行ったときは、「実績簿」に捺印するもの仁一卜う。   

4 受託者の資格  

労働問題に関する識見を有し、かつ、医学に関する学識経験を有する者であー雲う二、し   

5 委’嘱の停止   

委嘱者は、審査会からの報毎に基づき、受託者が次の各号に該当すると認め王け′二）   

ときは、委嘱を停止することができる。   

（1）受託者が業務を遂行する見込みがなくなったとき。   

（2）正当な理由がなく・本要領に違反した場合。   

6 守 密 義 務   

受託者は、業務遂行上知ることのできた秘密を他にもらしてはならない。   

また、その業務遂行後といえども同様とする。   

7 そ  の  他   

本要領に定めのない事項については、その都度双方が脇議して定めるものと・巨，   
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